
休日 不定休
※宿泊の予約がある場合は
　レストランの営業はされていません。
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　Locanda Conca d’oro（ロカンダ コンカ・ドーロ）は 2021 年にオープンした宿泊
と食事の両方を楽しめるオーベルジュ。
　「ロカンダ」は、イタリア語で「宿」や「旅人がくつろぐ場所」を意味し、食事
と宿を提供するフランス語のオーベルジュと同じ意味になります。
　オーベルジュは、その土地の食材を使って食事を提供し、その延長線上の滞在
までおもてなしする宿泊施設を備えたレストラン。
　ただ食事をするだけでも、泊まるだけでもない、「滞在そのものを味わう」ため
の特別な場所です。
　その名のとおり、「ロカンダ  コンカ・ドーロ」は訪れる人にゆったりとした時
間と、心に残る食体験を提供してくれます。

　料理の魅力は地元ならではの恵みを活かしたイタリアン。
　毎朝水揚げされる新鮮な海産物や、生産者の顔が見える季節感あふれる食材を
丁寧に仕立てた一皿一皿は、素材の良さがまっすぐに伝わってきます。
　ランチはもちろん、特別な日のディナーにもおすすめ、記念日や、旅の締めくく
りに訪れるのも良いです。
　料理と会話をゆっくり楽しみながら、由良町の静かな時間に身を委ねる、そんな
贅沢を味わえる一軒です。

Locanda Conca d’oro
ロカンダ コンカ・ドーロ

住所 〒649-1131
和歌山県日高郡由良町小引 614-7

TEL 0738-70-0380
時間 11:30～13:00（閉店 15:00）

17:00～19:00（閉店 21:00）
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ロカンダ コンカ・ドーロ

　
梅
は
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い
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し
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、

そ
ろ
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ろ
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ま
し
た
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毎
年
毎
年
、
華
を
咲
か
せ
て

く
れ
て
有
難
い
で
す
ね
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自
分
の
た
め
な
の
か
？

　
誰
の
た
め
な
の
か
？

　
私
達
も
、
そ
う
あ
り
た
い
で

す
ね

　
み
な
さ
ん
、
今
日
も
ぼ
ち
ぼ

ち
と
行
き
ま
せ
う
。

（
玉
）
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タコ（由良）、葉玉ねぎ（由良）、トマト（広川） 自家製リコッタチーズと
ほうれん草（由良）のラヴィオリアーモンド（イタリア）
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令和 7年度一般会計補正予算 1億 1,450 万円増額
予算総額47億 5,220万円に、ふるさと納税寄附金8,000万円増額

質疑

　令和 7年 12 月定例会は、12 月 10 日から 18 日までの 9日間の日程で開催されました。
　報告 3件、計画 1件、条例一部改正 5件、指定管理 2件、補正予算 7件の計 18 件の
議案が提出され、すべて原案のとおり承認、可決しました。
　一般質問は 8名の議員が登壇しました。

・由良町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
　個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
・由良町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
・由良町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
・由良町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
　改正する条例
・由良町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

国民健康保険特別会計補正予算

後期高齢者医療特別会計補正予算

介護保険特別会計補正予算

下水道事業会計補正予算

8,920 万 7,000 円増額

1,402 万 9,000 円増額

171 万 9,000 円増額

2,570 万円増額

【三上議員】　指定管理の内容は。

【産業振興課長】　公園維持管理の業務と利用料金の納入など、
由良町が必要と認める業務です。

問
答

【三上議員】　津波対策は。

【産業振興課長】　津波対策は、施設の向かいの山へ逃げてもらうようにしています。

問
答

【三上議員】　施設の補修状況は。

【産業振興課長】100 万円以上は町で補修し、それ以下は、漁業協同組合で補修を行う
ことになっています。

問
答

由良海釣り公園の指定管理について

可決

副議長 議長由良海釣り公園
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【三上議員】　第一次産業について、内容がどのように変わったか。
【産業振興課長】　第一次産業について大きく変更しているところはない。

問

問

問

答

答

答
【三好議員】　今後、軽微な事業の変更があれば載せていけるのか。
【総務政策課長】　軽微な変更により事業を付け加える場合には、見直しはできる。
　その際に追加して、また有利な起債を借り入れていく形になる。

【三上議員】　ため池の委託事業などを実施しているが、これらは計画に
位置づけられていない。放っておいていいのか。町民のための過疎債で
はなく、町が借り入れることばかり考えていないか。
【総務政策課長】　ため池の整備は大事な事業ではあるが、過疎債を借り
入れるための対象事業には該当しないので、この計画には載せていない。

由良町過疎地域持続的発展計画の変更について

由良町で
水揚げされた
伊勢エビ

問

問

問

問

答

答

答

答

【三好議員】入園料、入園者数は。
【産業振興課長】入園料は、大人 400 円、子供 200 円で運営しています。
　入園者数は、令和 5年度 10,800 人、令和 6年度 8,950 人、
令和 7年度は 11 月末で 10,950 人です。
【三好議員】開園日数を増やすことは考えているのか。
【町長】指定管理者と協議して検討したい。

【山口議員】鍾乳洞までの道の改良をしては。

【地域整備課長】過去に地域から要望があり、一部は拡幅できたが、一部については
用地を確保することができず改良するのは難しい。
【三上議員】施設の管理運営内容はどういうふうに指導しているのか。
【産業振興課長】開園当時、鍾乳石を折られた可能性があるが、今後は指導していきます。
　施設の維持管理、料金徴収、小修繕の業務管理を指導しています。

戸津井鍾乳洞の指定管理者の指定について

戸津井鍾乳洞
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森
議
員
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現
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、
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総
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政
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長
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交
付
金
は
町
民
全
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に
広
く
い
き
わ
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前
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で
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現
金
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と
な
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、
交
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を
全
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充
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、
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の
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の
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が
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果
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ま
し
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。

　
商
品
券
で
あ
れ
ば
全
て
の
交
付
金
を
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
、

町
内
事
業
者
の
消
費
喚
起
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
商

品
券
に
決
定
し
ま
し
た
。
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三
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と
納
税
返
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品
に
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れ
て
い
る

よ
う
な
農
家
の
方
は
対
象
な
の
か
。

答
【
副
町
長
】
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
は
個
人
事
業
主
と
し
て
対
象
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
食
品
衛
生
法
な
ど
に
お
い
て
手
作
り
の
味
噌
や
漬

物
な
ど
は
所
定
の
法
律
に
基
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く
手
続
き
を
済
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せ
な
い
と

販
売
す
る
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と
は
で
き
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ん
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み
か
ん
や
野
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対
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と
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を
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え
て
い
ま
す
。
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１
回
　臨
時
会
（
１
月

　日
）

２３

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
億
４
３
１
０
万
円
増
額

総
額
　
億
９
５
３
０
万
円
に

４８



　
今
現
在
、
由
良
湾
に
防
波
堤
が
建
設
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
い
つ
頃
ま
で
に
完
成
し
、
ど

の
く
ら
い
津
波
の
減
災
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

　
町
内
の
４
つ
の
町
営
住
宅
に
は
、
駐
車

場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
第
二
里
団

地
だ
け
駐
車
場
が
な
い
た
め
困
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
是
非
と
も
専
用
駐
車
場
の
設
置
を
要
望

し
ま
す
。

　
完
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和
　
年
度
の

完
成
を
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
減
災
効
果
で
す
が
、
平
成
　
年
時

点
で
津
波
の
浸
水
深
を
約
１
メ
ー
ト
ル
低
減

さ
せ
る
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

新
年
挨
拶

定
例
会
・
臨
時
会

一
般
質
問

委
員
会
活
動

新
年
挨
拶

定
例
会
・
臨
時
会

一
般
質
問

委
員
会
活
動
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津
波
に
よ
る
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

は
、
気
象
庁
か
ら
地
震
発
生
後
３
分
程
度
で

津
波
注
意
報
、
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、
地

震
発
生
後
５
分
程
度
で
震
源
、
地
震
の
規
模

等
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
海
抜
　
ｍ
以
下
に
住
ん
で
い
る
私
を
含
む

地
域
の
住
民
と
し
て
は
、
ど
の
基
準
で
、
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

三好　章五
議員

みよし    　　しょうご 

議
員

　
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
く
ら
い
の

早
さ
で
震
源
地
や
津
波
の
有
無
が
ア
ナ
ウ
ン

ス
さ
れ
る
の
か
。

議
員

議
員

　
こ
の
交
付
金
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
価
格
等
の

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
や
、
事
業
者
の
支

援
を
目
的
に
国
か
ら
地
方
自
治
体
へ
交
付
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
１
億
円
ぐ
ら
い
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か

い
支
援
に
よ
る
、
生
活
者
等
の
負
担
軽
減
と
い
う
交
付

金
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
先
日
各
課
に
対
し
、
支
援
の
効

果
が
住
民
に
広
く
い
き
わ
た
る
よ
う
な
事
業
を
検
討
し
、

活
用
し
て
い
く
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

議
員

議
員

議
員

町
長

　
町
営
住
宅
は
、
建
設
か
ら
　
年
以
上
経

過
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
外
壁
改
修
や

屋
根
の
雨
漏
り
対
策
と
い
っ
た
長
寿
命
化

対
策
が
、
最
大
の
課
題
と
考
え
取
り
組
ん

で
い
る
最
中
で
す
。

　
議
員
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
新
規
に
駐

車
場
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
用
地

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
完
成
後
の
維
持
管
理
費
等
、
将

来
的
な
経
費
も
考
え
れ
ば
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
優
先
順
位
を
つ
け
慎
重
に
実
施

町
長

　
強
い
揺
れ
を
感
じ
、
津
波
注
意
報
や
津
波

警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
は
、
直
ち
に
海

岸
か
ら
離
れ
、
高
台
へ
の
避
難
を
心
が
け
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
県
の
防
災
ア
プ
リ
の
紹
介
も
あ
っ
た
が
、
ア
プ
リ
は

ど
の
よ
う
に
入
手
し
た
ら
良
い
の
か
。

議
員

　
今
回
の
物
価
高
騰
対
策
交
付
金
で
は
、
生
活
支
援
・

家
計
支
援
費
に
使
う
よ
う
な
方
法
を
職
員
み
ん
な
で
検

討
し
、な
る
べ
く
多
く
給
付
で
き
て
、速
や
か
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
、
由
良
町
で
は
こ
ん
な
方
法
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
っ
た
こ
と
を
、
町
内
外
に
も
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
な
予
算
の
組
み
方
を
期
待
し
て
い
る
が
。

町
長

　
県
の
防
災
ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

や
回
覧
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
政
策
課
長

　
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
継
続
的

な
訓
練
の
実
施
と
と
も
に
、
出
前
講
座
を
は

じ
め
と
す
る
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
避
難
場
所
へ
の
避
難
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
可
能
な
対
策
を
引
き
続
き
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
避
難
場
所
ま
で
の
誘
導
に
つ
い
て

は
、
誘
導
看
板
の
設
置
や
避
難
経
路
の
表
示

を
行
う
な
ど
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
昔
と
違
い
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
が
非
常
に
多
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人
が

対
応
し
て
い
な
い
非
常
食
を
食
し
た
場
合
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す

な
ど
、
命
に
関
わ
る
事
態
も
想
定
さ
れ
ま

す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
非
常
食
と

し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
フ
リ
ー
の
食
品
を
常
備

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
町
に
お
い
て
、
備
蓄
し
て
い
る
災
害
時
用
非
常

食
の
う
ち
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
に
つ
い
て
は
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
食
品
　
品
目
が
、
使

わ
れ
て
い
な
い
も
の
を
随
時
購
入
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
過
去
に
購
入
し
た
一
部
の
非
常
食
に

は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
食
物
を
含
む
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
、
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
際
に
は
、

ご
自
身
で
記
載
内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
政
策
課
長

町
長

町
長

１
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
津
波
浸
水

地
域
に
お
け
る
避
難
基
準
に

つ
い
て

令和8年3月

2
重
点
支
援
地
方
交
付
金
等
の
活
用
に
つ
い
て

・
第
一
次
産
業
の
実
情
と
今
後
に
つ
い
て

・
国
、
県
等
へ
の
陳
情
並
び
に

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
成
果
に
つ
い
て

森　三枝子
議員

もり　　  みえこ

町
長

1
町
営
住
宅
第
二
里
団
地
に

駐
車
場
設
置
を

　
　
ｍ
の
高
さ
の
津
波
が
来
る
想
定
な
ら
ば
、

も
っ
と
危
機
感
を
持
っ
た
避
難
訓
練
を
行
い
、

避
難
場
所
ま
で
の
避
難
道
路
の
整
備
・
確
保

等
も
肝
要
で
は
な
い
か
。

議
員

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
点
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で

は
、
第
二
里
団
地
の
駐
車
場
の
整
備
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

2

災
害
時
用
非
常
食
の

配
布
方
法
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問



　
今
現
在
、
由
良
湾
に
防
波
堤
が
建
設
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
い
つ
頃
ま
で
に
完
成
し
、
ど

の
く
ら
い
津
波
の
減
災
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

　
町
内
の
４
つ
の
町
営
住
宅
に
は
、
駐
車

場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
第
二
里
団

地
だ
け
駐
車
場
が
な
い
た
め
困
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
是
非
と
も
専
用
駐
車
場
の
設
置
を
要
望

し
ま
す
。

　
完
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和
　
年
度
の

完
成
を
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
減
災
効
果
で
す
が
、
平
成
　
年
時

点
で
津
波
の
浸
水
深
を
約
１
メ
ー
ト
ル
低
減

さ
せ
る
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

新
年
挨
拶

定
例
会
・
臨
時
会

一
般
質
問

委
員
会
活
動

新
年
挨
拶

定
例
会
・
臨
時
会

一
般
質
問

委
員
会
活
動
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津
波
に
よ
る
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

は
、
気
象
庁
か
ら
地
震
発
生
後
３
分
程
度
で

津
波
注
意
報
、
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、
地

震
発
生
後
５
分
程
度
で
震
源
、
地
震
の
規
模

等
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
海
抜
　
ｍ
以
下
に
住
ん
で
い
る
私
を
含
む

地
域
の
住
民
と
し
て
は
、
ど
の
基
準
で
、
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

三好　章五
議員

みよし    　　しょうご 

議
員

　
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
く
ら
い
の

早
さ
で
震
源
地
や
津
波
の
有
無
が
ア
ナ
ウ
ン

ス
さ
れ
る
の
か
。

議
員

議
員

　
こ
の
交
付
金
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
価
格
等
の

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
や
、
事
業
者
の
支

援
を
目
的
に
国
か
ら
地
方
自
治
体
へ
交
付
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
１
億
円
ぐ
ら
い
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か

い
支
援
に
よ
る
、
生
活
者
等
の
負
担
軽
減
と
い
う
交
付

金
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
先
日
各
課
に
対
し
、
支
援
の
効

果
が
住
民
に
広
く
い
き
わ
た
る
よ
う
な
事
業
を
検
討
し
、

活
用
し
て
い
く
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

議
員

議
員

議
員

町
長

　
町
営
住
宅
は
、
建
設
か
ら
　
年
以
上
経

過
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
外
壁
改
修
や

屋
根
の
雨
漏
り
対
策
と
い
っ
た
長
寿
命
化

対
策
が
、
最
大
の
課
題
と
考
え
取
り
組
ん

で
い
る
最
中
で
す
。

　
議
員
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
新
規
に
駐

車
場
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
用
地

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
完
成
後
の
維
持
管
理
費
等
、
将

来
的
な
経
費
も
考
え
れ
ば
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
優
先
順
位
を
つ
け
慎
重
に
実
施

町
長

　
強
い
揺
れ
を
感
じ
、
津
波
注
意
報
や
津
波

警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
は
、
直
ち
に
海

岸
か
ら
離
れ
、
高
台
へ
の
避
難
を
心
が
け
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
県
の
防
災
ア
プ
リ
の
紹
介
も
あ
っ
た
が
、
ア
プ
リ
は

ど
の
よ
う
に
入
手
し
た
ら
良
い
の
か
。

議
員

　
今
回
の
物
価
高
騰
対
策
交
付
金
で
は
、
生
活
支
援
・

家
計
支
援
費
に
使
う
よ
う
な
方
法
を
職
員
み
ん
な
で
検

討
し
、な
る
べ
く
多
く
給
付
で
き
て
、速
や
か
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
、
由
良
町
で
は
こ
ん
な
方
法
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
っ
た
こ
と
を
、
町
内
外
に
も
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
な
予
算
の
組
み
方
を
期
待
し
て
い
る
が
。

町
長

　
県
の
防
災
ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

や
回
覧
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
政
策
課
長

　
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
継
続
的

な
訓
練
の
実
施
と
と
も
に
、
出
前
講
座
を
は

じ
め
と
す
る
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
避
難
場
所
へ
の
避
難
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
可
能
な
対
策
を
引
き
続
き
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
避
難
場
所
ま
で
の
誘
導
に
つ
い
て

は
、
誘
導
看
板
の
設
置
や
避
難
経
路
の
表
示

を
行
う
な
ど
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
昔
と
違
い
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
が
非
常
に
多
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人
が

対
応
し
て
い
な
い
非
常
食
を
食
し
た
場
合
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す

な
ど
、
命
に
関
わ
る
事
態
も
想
定
さ
れ
ま

す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
非
常
食
と

し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
フ
リ
ー
の
食
品
を
常
備

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
町
に
お
い
て
、
備
蓄
し
て
い
る
災
害
時
用
非
常

食
の
う
ち
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
に
つ
い
て
は
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
食
品
　
品
目
が
、
使

わ
れ
て
い
な
い
も
の
を
随
時
購
入
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
過
去
に
購
入
し
た
一
部
の
非
常
食
に

は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
食
物
を
含
む
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
、
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
際
に
は
、

ご
自
身
で
記
載
内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
政
策
課
長

町
長

町
長

１
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
津
波
浸
水

地
域
に
お
け
る
避
難
基
準
に

つ
い
て

令和8年3月

2
重
点
支
援
地
方
交
付
金
等
の
活
用
に
つ
い
て

・
第
一
次
産
業
の
実
情
と
今
後
に
つ
い
て

・
国
、
県
等
へ
の
陳
情
並
び
に

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
成
果
に
つ
い
て

森　三枝子
議員

もり　　  みえこ

町
長

1
町
営
住
宅
第
二
里
団
地
に

駐
車
場
設
置
を

　
　
ｍ
の
高
さ
の
津
波
が
来
る
想
定
な
ら
ば
、

も
っ
と
危
機
感
を
持
っ
た
避
難
訓
練
を
行
い
、

避
難
場
所
ま
で
の
避
難
道
路
の
整
備
・
確
保

等
も
肝
要
で
は
な
い
か
。

議
員

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
点
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で

は
、
第
二
里
団
地
の
駐
車
場
の
整
備
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

2

災
害
時
用
非
常
食
の

配
布
方
法
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問



　
由
良
町
を
発
展
さ
せ
る
施
策
と
し
て
、
自
衛
艦
等
の
修
繕

を
町
内
企
業
で
で
き
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
が
、
自
衛
艦
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
主
に
防
衛
省
が
行
う
こ
と
で
あ
り
、

修
繕
等
に
係
る
業
者
選
定
に
つ
い
て
も
、
法
令
等
に
基
づ
き

行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
施
策
と
し
て
、
実
現
で
き
る
も
の
で
あ
る
の
か
判
断

し
か
ね
ま
す
。
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・
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般
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問
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員
会
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動
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1
駅
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

2

1

防
衛
省
の
補
助
金

そ
の
他
に
つ
い
て

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

2
協
定
書
に
つ
い
て

町
長 町

長

町
長

　
町
長
は
、
ど
の
よ
う
な
設
計
を
考
え
、
計

画
に
対
し
て
予
算
は
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
を

想
定
し
、
い
つ
頃
ま
で
に
決
定
す
る
の
か
。

議
員

　
自
衛
隊
基
地
の
あ
る
自
治
体
、
ま
た
周
辺
の

自
治
体
で
防
衛
省
の
補
助
金
（
基
地
周
辺
民
生

安
定
助
成
事
業
）
を
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

全
国
で
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
由
良
町
も
テ
ー
マ
を
考
え
補
助
、
要
望
活
動

を
行
っ
て
は
。

　
そ
の
他
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
も

目
的
や
趣
旨
、
交
付
要
綱
等
を
ま
ず

は
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
企
業
へ
の
働
き
か
け

に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
企
業
側
の
ご
意
見
も

伺
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
戦
略
を
重
ね
て
い
か
な
け

れ
ば
由
良
町
の
活
性
化
は
図
れ
ま
せ
ん
。

　
一
つ
の
案
と
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
が
。

議
員

　
近
年
、
全
国
的
に
も
獣
害
に
よ
る
被
害
が
深
刻

化
し
て
い
る
背
景
と
し
て
、
過
疎
化
や
高
齢
化
に

よ
り
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
、
管
理
が
疎
か
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
本
町
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
第
３
期
由
良
町
総

合
戦
略
や
令
和
８
年
度
以
降
の
由
良
町
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
町
の

事
業
と
し
て
、
捕
獲
に
対
し
て
の
奨
励
金
や
、
防

護
柵
の
設
置
の
補
助
、
わ
な
猟
の
狩
猟
免
許
取
得

へ
の
助
成
な
ど
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
の
鳥
獣
害
対
策
を
専

門
で
行
う
集
落
支
援
員
の
任
用
を
継
続
し
、
対
策

の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町
長

総
務
政
策
課
長

　
以
前
は
、
み
か
ん
山
と
か
、
山
に
近
い
み
か

ん
畑
に
、
鹿
、
イ
ノ
シ
シ
、
猿
が
出
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
民
家
近
く
の
水
田
、
野
菜
畑
に
ま

で
イ
ノ
シ
シ
、
鹿
が
入
り
込
む
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
素
案
と
し
て
、
第
３
期
由
良
町
総
合
戦
略
に

も
由
良
町
の
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
も

獣
害
対
策
事
業
は
載
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
事
業
を
や
っ
て
い
る
の
か
。

議
員

　
相
互
応
援
協
定
は
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
単

独
で
は
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
場
合
に
、
他
の
自
治
体

や
民
間
企
業
、
団
体
な
ど
が
お
互
い
に
人
的
・
物
的
支
援

を
提
供
し
合
う
取
り
決
め
で
す
が
、
由
良
町
は
相
互
に
人

的
支
援
を
派
遣
す
る
準
備
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
協
定
先
と
連
携
を
取
り
、
支
援
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
か
。

　
駅
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
お
け
る
様
々
な

検
討
、
議
論
を
踏
ま
え
、
駅
周
辺
を
４
つ
の

範
囲
に
区
分
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
き
、
駅

前
の
渋
滞
・
混
雑
の
解
消
、
防
災
機
能
の
確
保
、

町
の
玄
関
口
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
観

光
・
交
流
拠
点
機
能
の
強
化
な
ど
を
基
本
的

な
方
向
性
と
す
る
基
本
構
想
を
実
現
し
た
い

考
え
で
す
。

　
ま
た
、
単
な
る
駅
前
整
備
に
留
ま
ら
ず
、

防
災
、交
通
、に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、観
光
と
い
っ

た
複
数
の
政
策
分
野
に
関
わ
る
重
要
な
事
業

で
、
由
良
町
の
将
来
像
に
も
大
き
く
関
係
す
る

取
組
で
あ
り
、
実
現
性
や
持
続
性
を
十
分
に
考

慮
し
な
が
ら
、
慎
重
に
進
め
て
い
く
必
要
性
が

あ
り
ま
す
。

町
長

　
基
地
周
辺
民
生
安
定
助
成
事
業
は
、
防
衛
施

設
の
設
置
・
運
用
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
の

住
民
の
生
活
、
又
は
事
業
活
動
の
阻
害
が
認
め

ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
行

う
施
設
の
整
備
等
に
対
し
、
国
が
助
成
を
行
う

も
の
で
す
が
、
町
に
お
い
て
は
、
海
上
自
衛
隊

由
良
基
地
分
遺
隊
は
小
規
模
で
あ
り
、
住
民
へ

の
生
活
及
び
事
業
活
動
の
阻
害
と
い
う
点
か
ら

は
、
採
択
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
相
互
応
援
の
た
め
の
派
遣
チ
ー
ム
の
編
成
等
は
現
在
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
協

定
に
基
づ
き
、
可
能
な
限
り
人
的
・
物
的
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
に
備
え
、
職
員
に
は
防
災
士
の
資
格
取
得
や
、

応
急
危
険
度
判
定
士
、
住
家
被
害
認
定
士
の
講
習
を
受
講
さ

せ
る
な
ど
、
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

基地周辺民生安定助成事業

JR 紀伊由良駅

　
自
衛
艦
の
定
期
検
査
が
大
手
造
船
会
社
の
造
船
事
業
撤
退
、

再
編
で
、
ま
た
近
年
の
人
手
不
足
か
ら
定
期
検
査
期
間
も
、

半
年
を
超
え
て
い
る
と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。

　
各
自
衛
艦
に
は
、　
人
か
ら
　
人
位
の
乗
組
員
が
乗
船
し
て

定
期
検
査
中
も
現
地
で
勤
務
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
が
滞
在
す
れ
ば
、
由
良
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
ら
な
い
か
。

協定書 協定書



　
由
良
町
を
発
展
さ
せ
る
施
策
と
し
て
、
自
衛
艦
等
の
修
繕

を
町
内
企
業
で
で
き
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
が
、
自
衛
艦
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
主
に
防
衛
省
が
行
う
こ
と
で
あ
り
、

修
繕
等
に
係
る
業
者
選
定
に
つ
い
て
も
、
法
令
等
に
基
づ
き

行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
施
策
と
し
て
、
実
現
で
き
る
も
の
で
あ
る
の
か
判
断

し
か
ね
ま
す
。

新
年
挨
拶

定
例
会
・
臨
時
会

一
般
質
問

委
員
会
活
動
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1
駅
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

2

1

防
衛
省
の
補
助
金

そ
の
他
に
つ
い
て

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

2
協
定
書
に
つ
い
て

町
長 町

長

町
長

　
町
長
は
、
ど
の
よ
う
な
設
計
を
考
え
、
計

画
に
対
し
て
予
算
は
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
を

想
定
し
、
い
つ
頃
ま
で
に
決
定
す
る
の
か
。

議
員

　
自
衛
隊
基
地
の
あ
る
自
治
体
、
ま
た
周
辺
の

自
治
体
で
防
衛
省
の
補
助
金
（
基
地
周
辺
民
生

安
定
助
成
事
業
）
を
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

全
国
で
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
由
良
町
も
テ
ー
マ
を
考
え
補
助
、
要
望
活
動

を
行
っ
て
は
。

　
そ
の
他
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
も

目
的
や
趣
旨
、
交
付
要
綱
等
を
ま
ず

は
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
企
業
へ
の
働
き
か
け

に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
企
業
側
の
ご
意
見
も

伺
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
戦
略
を
重
ね
て
い
か
な
け

れ
ば
由
良
町
の
活
性
化
は
図
れ
ま
せ
ん
。

　
一
つ
の
案
と
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
が
。

議
員

　
近
年
、
全
国
的
に
も
獣
害
に
よ
る
被
害
が
深
刻

化
し
て
い
る
背
景
と
し
て
、
過
疎
化
や
高
齢
化
に

よ
り
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
、
管
理
が
疎
か
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
本
町
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
第
３
期
由
良
町
総

合
戦
略
や
令
和
８
年
度
以
降
の
由
良
町
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
町
の

事
業
と
し
て
、
捕
獲
に
対
し
て
の
奨
励
金
や
、
防

護
柵
の
設
置
の
補
助
、
わ
な
猟
の
狩
猟
免
許
取
得

へ
の
助
成
な
ど
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
の
鳥
獣
害
対
策
を
専

門
で
行
う
集
落
支
援
員
の
任
用
を
継
続
し
、
対
策

の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町
長

総
務
政
策
課
長

　
以
前
は
、
み
か
ん
山
と
か
、
山
に
近
い
み
か

ん
畑
に
、
鹿
、
イ
ノ
シ
シ
、
猿
が
出
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
民
家
近
く
の
水
田
、
野
菜
畑
に
ま

で
イ
ノ
シ
シ
、
鹿
が
入
り
込
む
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
素
案
と
し
て
、
第
３
期
由
良
町
総
合
戦
略
に

も
由
良
町
の
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
も

獣
害
対
策
事
業
は
載
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
事
業
を
や
っ
て
い
る
の
か
。

議
員

　
相
互
応
援
協
定
は
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
単

独
で
は
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
場
合
に
、
他
の
自
治
体

や
民
間
企
業
、
団
体
な
ど
が
お
互
い
に
人
的
・
物
的
支
援

を
提
供
し
合
う
取
り
決
め
で
す
が
、
由
良
町
は
相
互
に
人

的
支
援
を
派
遣
す
る
準
備
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
協
定
先
と
連
携
を
取
り
、
支
援
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
か
。

　
駅
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
お
け
る
様
々
な

検
討
、
議
論
を
踏
ま
え
、
駅
周
辺
を
４
つ
の

範
囲
に
区
分
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
き
、
駅

前
の
渋
滞
・
混
雑
の
解
消
、
防
災
機
能
の
確
保
、

町
の
玄
関
口
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
観

光
・
交
流
拠
点
機
能
の
強
化
な
ど
を
基
本
的

な
方
向
性
と
す
る
基
本
構
想
を
実
現
し
た
い

考
え
で
す
。

　
ま
た
、
単
な
る
駅
前
整
備
に
留
ま
ら
ず
、

防
災
、交
通
、に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、観
光
と
い
っ

た
複
数
の
政
策
分
野
に
関
わ
る
重
要
な
事
業

で
、
由
良
町
の
将
来
像
に
も
大
き
く
関
係
す
る

取
組
で
あ
り
、
実
現
性
や
持
続
性
を
十
分
に
考

慮
し
な
が
ら
、
慎
重
に
進
め
て
い
く
必
要
性
が

あ
り
ま
す
。

町
長

　
基
地
周
辺
民
生
安
定
助
成
事
業
は
、
防
衛
施

設
の
設
置
・
運
用
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
の

住
民
の
生
活
、
又
は
事
業
活
動
の
阻
害
が
認
め

ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
行

う
施
設
の
整
備
等
に
対
し
、
国
が
助
成
を
行
う

も
の
で
す
が
、
町
に
お
い
て
は
、
海
上
自
衛
隊

由
良
基
地
分
遺
隊
は
小
規
模
で
あ
り
、
住
民
へ

の
生
活
及
び
事
業
活
動
の
阻
害
と
い
う
点
か
ら

は
、
採
択
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
相
互
応
援
の
た
め
の
派
遣
チ
ー
ム
の
編
成
等
は
現
在
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
協

定
に
基
づ
き
、
可
能
な
限
り
人
的
・
物
的
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
に
備
え
、
職
員
に
は
防
災
士
の
資
格
取
得
や
、

応
急
危
険
度
判
定
士
、
住
家
被
害
認
定
士
の
講
習
を
受
講
さ

せ
る
な
ど
、
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

基地周辺民生安定助成事業

JR 紀伊由良駅

　
自
衛
艦
の
定
期
検
査
が
大
手
造
船
会
社
の
造
船
事
業
撤
退
、

再
編
で
、
ま
た
近
年
の
人
手
不
足
か
ら
定
期
検
査
期
間
も
、

半
年
を
超
え
て
い
る
と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。

　
各
自
衛
艦
に
は
、　
人
か
ら
　
人
位
の
乗
組
員
が
乗
船
し
て

定
期
検
査
中
も
現
地
で
勤
務
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
が
滞
在
す
れ
ば
、
由
良
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
ら
な
い
か
。
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マ
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は
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ひ
き
こ
も
り
の
実
態
調
査
を

1
こ
れ
か
ら
の
獣
害
に
つ
い
て

2

教
育
環
境
に
つ
い
て

　
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
ク
マ
被
害
に
つ
い
て
市
街
地

ま
で
出
て
き
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　
集
落
支
援
員
の
方
が
一
人
で
対
応
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
一
人
で
由
良
町
は
あ
ま
り
に
も

広
す
ぎ
ま
す
。

　
正
規
職
員
を
増
員
し
て
本
気
で
取
り
組
む
べ
き

で
す
。

　
現
在
務
め
ら
れ
て
い
る
集
落
支
援
員
の
方
は
、

大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
や
っ
た
ら
辞
め
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
そ
れ
で
は
困
る
の
で
、
正
規
職
員
と
し
て
身
分

を
確
か
に
し
て
あ
げ
れ
ば
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
、
後
継
者
指
導
も
お
願
い
で
き
る
し
、
町

長
は
、「
で
き
る
こ
と
は
す
ぐ
や
る
。
や
り
に
く
い

こ
と
も
行
う
。」
と
答
弁
し
て
お
き
な
が
ら
、
な
ぜ

何
も
努
力
し
な
い
の
か
。

　
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
の
多
発
な
ど
で
、    
月
以

降
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
さ
て
、
先
般
日
高
町
で
も
ク
マ
が
目
撃
さ
れ
た

こ
と
が
地
方
紙
に
も
出
て
い
ま
し
た
が
、
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
の
行
動
半
径
を
考
え
る
と
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
由
良
町
と
し
て
は
、
日
高
町
で
出
没
し
た
こ
と

も
含
め
、
出
没
時
の
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
県
、
他
市
町
村
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
と
る

の
か
。

　
山
や
人
の
生
活
圏
以
外
で
、
ク
マ
の
出
没
に
関

す
る
一
報
が
寄
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
目
撃
者
等
か

ら
現
場
の
状
況
を
適
切
に
聞
き
取
り
、
産
業
振
興

課
担
当
者
か
ら
産
業
振
興
課
長
へ
、
課
長
か
ら
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
へ
連
絡
し
ま
す
。

　
ま
た
、課
長
か
ら
日
高
振
興
局
、御
坊
警
察
署
、

猟
友
会
由
良
分
会
に
連
絡
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
出
没
場
所
周
辺
の
住
民
等
に
対
し

て
、
防
災
行
政
無
線
や
個
別
訪
問
、
周
辺
区
域

を
広
報
車
で
ま
わ
る
等
に
よ
り
注
意
喚
起
を
行

い
、
ま
た
、
捕
獲
の
検
討
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
人
の
生
活
圏
で
出
没
し
、
出
没
時
点
で
緊
急

を
要
す
る
場
合
は
、
今
ま
で
申
し
上
げ
た
対
応

に
加
え
緊
急
銃
猟
に
よ
る
対
応
を
選
択
で
き
る

か
を
検
討
し
ま
す
。

　
鳥
獣
保
護
管
理
法
上
の
条
件
を
満
た
す
と
判

断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
捕
獲
関
係
者
等
に
よ
り

緊
急
銃
猟
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の
調
整
を
し
、

和
歌
山
県
や
和
歌
山
県
警
に
対
し
て
応
援
要
請

を
行
い
、
銃
猟
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
獣
害
対
策
に
つ
い
て
の
正
規
職
員
は
、
都
道

府
県
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
専
門
的
な
知
見
か

ら
対
策
を
講
じ
る
に
当
た
っ
て
の
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
な
要
素
が
強
く
、

追
い
払
い
等
の
業
務
で
の
任
用
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
よ
う
な
会
計
年
度
任
用
職
員
や
、
当
該

業
務
を
委
託
す
る
と
い
っ
た
形
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

　
増
員
に
つ
い
て
は
、
現
在
任
用
し
て
い
る
集

落
支
援
員
を
通
じ
て
探
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

議
員

　
教
育
環
境
に
つ
い
て
、
教
育
だ
け
で
な
く
、

行
政
の
見
地
か
ら
総
務
文
教
委
員
会
で
の
学
校

訪
問
、
ま
た
県
外
で
の
小
中
一
貫
校
の
視
察
か

ら
学
校
施
設
と
教
育
施
設
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

　
由
良
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
は
、
町
民
も
使

い
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
充
実
の
た
め
に
、
体
育
館
へ
冷

暖
房
設
備
の
設
置
を
提
案
し
ま
す
。

議
員

　
町
内
に
は
、
学
校
や
公
民
館
、
体
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設

が
あ
り
、
児
童
生
徒
の
教
育
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
教

育
の
拠
点
と
し
て
学
校
教
育
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
の
方
々
が
利
用
で
き
る
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
教
育
環
境
の
有
効
活
用
と
い
っ
た
取
組
を
通
し
て
、

人
々
の
活
力
あ
る
姿
の
醸
成
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

町
長

　
去
年
　
月
、　
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
学
校
の
体
育
館
で

行
っ
た
と
き
に
、
使
え
る
ん
だ
か
ら
い
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思

い
ま
し
た
し
、
空
調
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
は
生
徒
会
の
ほ
う

か
ら
も
要
望
が
出
て
い
ま
す
。

　
空
調
設
備
は
必
要
な
の
で
、前
向
き
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

町
長

議
員

　
ひ
き
こ
も
り
に
大
切
な
の
は
「
居
場
所
」
で
す
が
、
美
浜
町

に
あ
る
「
ヴ
ィ
ダ
・
リ
ブ
レ
」
は
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
居
場

所
づ
く
り
や
専
門
相
談
活
動
等
を
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
由
良
町
と
し
て
も
、
ひ
き
こ
も
り
の
予
算
を
取
り
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
が
、
町
全
体
の
ひ
き
こ
も
り
の
実
態

を
把
握
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
由
良
町
の
取
組
を
よ
り
前
進
さ
せ
る
た
め
に
も
実

態
調
査
を
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

町
長

教
育
長

　
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、
行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

本
町
と
し
ま
し
て
は
、「
ヴ
ィ
ダ
・
リ
ブ
レ
」
に
委
託
し
て
い

る
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
広
報
周
知

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
　
月
に
「
ヴ
ィ
ダ
・
リ
ブ
レ
」
の
認
知
度
の

向
上
と
利
用
者
を
つ
な
ぐ
た
め
、
住
民
福
祉
課
長
、
担
当
者

が
「
ヴ
ィ
ダ
・
リ
ブ
レ
」
の
宮
西
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
日
高
医
師
会
長
を
訪
問
し
、
取
組
に
つ
い
て
、
説
明
し
て

き
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
各
医
療
機
関
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
置
い

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介

は
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
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を
提
案
し
ま
す
。

議
員

　
町
内
に
は
、
学
校
や
公
民
館
、
体
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設

が
あ
り
、
児
童
生
徒
の
教
育
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
教

育
の
拠
点
と
し
て
学
校
教
育
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
の
方
々
が
利
用
で
き
る
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
教
育
環
境
の
有
効
活
用
と
い
っ
た
取
組
を
通
し
て
、

人
々
の
活
力
あ
る
姿
の
醸
成
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

町
長

　
去
年
　
月
、　
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
学
校
の
体
育
館
で

行
っ
た
と
き
に
、
使
え
る
ん
だ
か
ら
い
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思

い
ま
し
た
し
、
空
調
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
は
生
徒
会
の
ほ
う

か
ら
も
要
望
が
出
て
い
ま
す
。

　
空
調
設
備
は
必
要
な
の
で
、前
向
き
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

町
長

議
員

　
ひ
き
こ
も
り
に
大
切
な
の
は
「
居
場
所
」
で
す
が
、
美
浜
町

に
あ
る
「
ヴ
ィ
ダ
・
リ
ブ
レ
」
は
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
居
場

所
づ
く
り
や
専
門
相
談
活
動
等
を
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
由
良
町
と
し
て
も
、
ひ
き
こ
も
り
の
予
算
を
取
り
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
が
、
町
全
体
の
ひ
き
こ
も
り
の
実
態

を
把
握
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
由
良
町
の
取
組
を
よ
り
前
進
さ
せ
る
た
め
に
も
実

態
調
査
を
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

町
長

教
育
長

　
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、
行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

本
町
と
し
ま
し
て
は
、「
ヴ
ィ
ダ
・
リ
ブ
レ
」
に
委
託
し
て
い

る
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
広
報
周
知

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
　
月
に
「
ヴ
ィ
ダ
・
リ
ブ
レ
」
の
認
知
度
の

向
上
と
利
用
者
を
つ
な
ぐ
た
め
、
住
民
福
祉
課
長
、
担
当
者

が
「
ヴ
ィ
ダ
・
リ
ブ
レ
」
の
宮
西
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
日
高
医
師
会
長
を
訪
問
し
、
取
組
に
つ
い
て
、
説
明
し
て

き
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
各
医
療
機
関
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
置
い

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介

は
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
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総
務
政
策
課
長

転
出
者
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を

　
由
良
町
で
は
、
最
大
人
口
が
昭
和
　
年（
１

９
９
５
年
）
に
、
１
０,
３
５
５
人
を
記
録
し
た

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
現
在
、
令
和
７
年
に
は
４,
９
０
０
人

台
に
ま
で
、
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
要
因
は
、
死
亡
な
ど
（
自
然
減
）

と
、
町
外
へ
の
若
者
の
流
出
や
、
そ
れ
に
伴
う

出
生
数
の
減
少
、
町
内
へ
の
移
住
者
の
減
少
と

い
っ
た
（
社
会
減
）
の
両
方
の
側
面
が
あ
り
ま

す
。

　
問
題
な
の
は
、
現
在
由
良
町
で
住
ん
で
い
る

若
者
世
代
が
結
婚
を
さ
れ
て
、
い
ざ
家
を
建
て

る
と
き
に
、
安
心
、
安
全
な
津
波
浸
水
区
域
外

に
宅
地
が
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　 　
１
点
目
、
公
園
を
再
生
・
強
化
す
る
た
め
の
取

組
に
つ
い
て
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

    

① 「
海
洋
公
園
内
で
定
期
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し

て
由
良
町
推
奨
産
品
の
積
極
的
な
販
売
を
し
て
い

く
」
と
契
約
内
容
に
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
実
施

状
況
は
。

　
指
定
管
理
者
に
お
い
て
、
季
節
要
因
や
出
店
確

保
の
状
況
を
踏
ま
え
、
現
在
も
概
ね
年
２
回
程
度

の
不
定
期
開
催
に
て
、
マ
ル
シ
ェ
を
実
施
し
、
町

産
品
の
販
売
機
会
創
出
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
由
良
町
か
ら
の
転
出
の
要
因
と
し
ま
し
て
は
、

進
学
や
就
職
、
他
市
町
村
の
介
護
施
設
へ
の
入
所

な
ど
も
あ
り
転
出
の
理
由
や
年
齢
層
は
様
々
で
す
。

　
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
事
業
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
に
対
し
て
は
、
今
後
の
定
住
対
策
の
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
地
域
福
祉
に

関
す
る
意
識
調
査
の
中
で
も
、
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
す
る
た
め
に
、
由
良
町
に
住
み
続
け
る
理
由

や
住
み
続
け
た
く
な
い
理
由
な
ど
の
意
見
を
伺
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
計
画
の
策
定
や
事
業
の
存
続
の
可
否
、
新
事

業
の
立
ち
上
げ
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
窓
口
に
お
い
て
転
出
者
に
対
し
、
水
道
料
金
、
各
種
税
な

ど
様
々
な
手
続
き
に
時
間
を
要
し
ま
す
。

　
転
出
者
の
負
担
の
軽
減
と
窓
口
に
来
ら
れ
た
住
民
を
お
待

た
せ
し
な
い
よ
う
に
、　
コ
ー
ド
等
を
用
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
な
ど
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

QR

　
由
良
町
か
ら
転
出
さ
れ
て
い
く
方
た
ち
の
理

由
の
中
に
、
私
は
、
そ
の
問
題
も
原
因
の
一
つ

で
は
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
は
由
良
町
か
ら
の
転
出
者
に
対
し

て
、
な
ぜ
転
出
さ
れ
る
か
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
転
出
さ
れ
る
原
因
を
探
っ
て
い
け
ば
、
人
口
流

出
を
少
し
で
も
止
め
ら
れ
る
ヒ
ン
ト
を
、
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
う
一
つ
は
、
由
良
町
へ
の
転
入
者
に
、
な
ぜ

由
良
町
に
来
て
く
れ
た
の
か
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト

も
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
現
在
の
由
良
町
の
良
さ
を
、
違
う
側
面
で
も
知

れ
た
ら
、
そ
れ
を
も
っ
と
磨
き
を
か
け
れ
ば
良
く

な
る
と
思
い
ま
す
が
。

　
② 「
お
し
ゃ
れ
に
日
常
使
い
が
で
き
る
道
の
駅
と

し
て
魅
力
化
を
図
り
、
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
を
営

業
し
て
、
若
い
人
た
ち
が
集
ま
る
施
設
を
目
指
し
、

良
い
意
味
で
地
元
の
人
た
ち
が
集
ま
る
溜
り
場
的

な
空
間
を
築
く
」
と
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
取
組

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

議
員

　
③ 

直
営
に
よ
る
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
の

サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
、
由
良
町
在
住
の
子
ど
も
た

ち
に
海
の
世
界
と
の
出
会
い
や
新
た
な
体
験
を
提

供
す
る
と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
取
組
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
飲
食
機
能
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
老
朽

化
、
厨
房
設
備
の
再
整
備
、
採
算
性
等
の
課
題
が

生
じ
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
開
設
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
の
整
備
は
、
投
資
規
模
が

大
き
く
、
ま
ず
は
指
定
管
理
開
始
後
３
年
間
に
お

け
る
運
営
の
安
定
化
を
優
先
し
、
そ
の
上
で
４
年

目
・
５
年
目
に
お
い
て
実
現
可
能
性
を
見
極
め
、

挑
戦
し
て
い
く
考
え
と
確
認
し
て
い
ま
す
。

町
長

　
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
で
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
体
験
の
提
供
に
つ
い
て
で
す
が
、
体
験
ダ
イ
ビ

ン
グ
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
等
の
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
な
提
供
が
進
め
ら
れ
、

参
加
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
キ
ャ
ン
プ
エ
リ
ア
（
フ
リ
ー
サ
イ
ト
）
の
制

限
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
新
た
な
体
験
提
供
の
機
会
を

さ
ら
に
拡
充
で
き
る
よ
う
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
２
点
目
は
、
指
定
管
理
委
託
損
失
補
償
金
　 

万
円
に

つ
い
て
。

　
現
在
、
キ
ャ
ン
プ
施
設
近
く
の
法
面
が
、
落
石
の
可
能

性
が
あ
る
た
め
営
業
で
き
ず
、
十
分
な
収
益
を
上
げ
れ
な

い
た
め
、そ
の
補
填
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

防
護
壁
を
設
置
し
て
落
石
を
止
め
る
な
ど
、
営
業
で
き
る

よ
う
な
方
法
を
考
え
て
み
て
は
。

　
落
石
が
生
じ
た
際
に
、
工
事
費
用
の
検
討
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
安
全
対
策
工
事
に
か
か
る
費
用
が
概
算
で
１

億
５
千
万
円
程
度
か
か
る
と
の
積
算
で
あ
っ
た
た
め
、
直

ち
に
施
工
に
踏
み
切
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
使
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
補
償

を
し
て
い
く
形
で
今
も
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　
転
出
者
の
多
く
な
る
令
和
８
年
３
月
中
に
は
、
す
る
、

し
な
い
を
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
コ
ー
ド
等
を
用
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
研
究
す
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
令
和
８
年
の
何
月
ま
で
を
目
標
に
研
究
を
し
て

い
た
だ
け
る
の
か
。

　
研
究
を
し
た
結
果
、
す
る
、
し
な
い
を
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

QRそ
の
他
の
質
問

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
復
活
を
し
て
は
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。

　
転
出
者
の
負
担
の
軽
減
と
窓
口
に
来
ら
れ
た
住
民
を
お
待

た
せ
し
な
い
よ
う
に
、　
コ
ー
ド
等
を
用
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
な
ど
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

QR

　
由
良
町
か
ら
転
出
さ
れ
て
い
く
方
た
ち
の
理

由
の
中
に
、
私
は
、
そ
の
問
題
も
原
因
の
一
つ

で
は
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
は
由
良
町
か
ら
の
転
出
者
に
対
し

て
、
な
ぜ
転
出
さ
れ
る
か
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
転
出
さ
れ
る
原
因
を
探
っ
て
い
け
ば
、
人
口
流

出
を
少
し
で
も
止
め
ら
れ
る
ヒ
ン
ト
を
、
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
う
一
つ
は
、
由
良
町
へ
の
転
入
者
に
、
な
ぜ

由
良
町
に
来
て
く
れ
た
の
か
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト

も
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
現
在
の
由
良
町
の
良
さ
を
、
違
う
側
面
で
も
知

れ
た
ら
、
そ
れ
を
も
っ
と
磨
き
を
か
け
れ
ば
良
く

な
る
と
思
い
ま
す
が
。

　
② 「
お
し
ゃ
れ
に
日
常
使
い
が
で
き
る
道
の
駅
と

し
て
魅
力
化
を
図
り
、
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
を
営

業
し
て
、
若
い
人
た
ち
が
集
ま
る
施
設
を
目
指
し
、

良
い
意
味
で
地
元
の
人
た
ち
が
集
ま
る
溜
り
場
的

な
空
間
を
築
く
」
と
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
取
組

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

議
員

　
③ 

直
営
に
よ
る
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
の

サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
、
由
良
町
在
住
の
子
ど
も
た

ち
に
海
の
世
界
と
の
出
会
い
や
新
た
な
体
験
を
提

供
す
る
と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
取
組
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
飲
食
機
能
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
老
朽

化
、
厨
房
設
備
の
再
整
備
、
採
算
性
等
の
課
題
が

生
じ
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
開
設
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
の
整
備
は
、
投
資
規
模
が

大
き
く
、
ま
ず
は
指
定
管
理
開
始
後
３
年
間
に
お

け
る
運
営
の
安
定
化
を
優
先
し
、
そ
の
上
で
４
年

目
・
５
年
目
に
お
い
て
実
現
可
能
性
を
見
極
め
、

挑
戦
し
て
い
く
考
え
と
確
認
し
て
い
ま
す
。

町
長

　
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
で
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
体
験
の
提
供
に
つ
い
て
で
す
が
、
体
験
ダ
イ
ビ

ン
グ
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
等
の
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
な
提
供
が
進
め
ら
れ
、

参
加
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
キ
ャ
ン
プ
エ
リ
ア
（
フ
リ
ー
サ
イ
ト
）
の
制

限
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
新
た
な
体
験
提
供
の
機
会
を

さ
ら
に
拡
充
で
き
る
よ
う
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
２
点
目
は
、
指
定
管
理
委
託
損
失
補
償
金
　 

万
円
に

つ
い
て
。

　
現
在
、
キ
ャ
ン
プ
施
設
近
く
の
法
面
が
、
落
石
の
可
能

性
が
あ
る
た
め
営
業
で
き
ず
、
十
分
な
収
益
を
上
げ
れ
な

い
た
め
、そ
の
補
填
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

防
護
壁
を
設
置
し
て
落
石
を
止
め
る
な
ど
、
営
業
で
き
る

よ
う
な
方
法
を
考
え
て
み
て
は
。

　
落
石
が
生
じ
た
際
に
、
工
事
費
用
の
検
討
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
安
全
対
策
工
事
に
か
か
る
費
用
が
概
算
で
１

億
５
千
万
円
程
度
か
か
る
と
の
積
算
で
あ
っ
た
た
め
、
直

ち
に
施
工
に
踏
み
切
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
使
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
補
償

を
し
て
い
く
形
で
今
も
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　
転
出
者
の
多
く
な
る
令
和
８
年
３
月
中
に
は
、
す
る
、

し
な
い
を
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
コ
ー
ド
等
を
用
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
研
究
す
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
令
和
８
年
の
何
月
ま
で
を
目
標
に
研
究
を
し
て

い
た
だ
け
る
の
か
。

　
研
究
を
し
た
結
果
、
す
る
、
し
な
い
を
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

QRそ
の
他
の
質
問

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
復
活
を
し
て
は
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令和8年3月

総務文教常任委員会行政視察

川北町役場内

産建厚生常任委員会行政視察

防災・移住定住・小中一貫教育の先進事例を調査震災から学ぶ 防災・復旧復興と移住定住施策

　伊豆市では、土肥小中一貫校の取組について説明
を受けました。
　土肥小中一貫校が目指す教育は、義務教育の９年間
を見通した独自の教育課程を編成し、「９年間を通し
て子どもを育てる」ことを重視しており、従来の「６-
３制」の区切りをなくし、児童・生徒の発達段階に応
じた連続性のある指導を行うことにあり、小学校高学
年からの教科担任制、異学年交流の活発化、地域学習
の活用に取り組むことにより、子どもたちの学習意欲
の向上、多様な人間関係の構築、そして心身の健やか
な育成を目指していました。
　小中一貫教育を考えている自治体へのアドバイ
スとして、現実的に、複数校での連携や施設分離
型においては教育目標や目指す生徒像などの共通
理解を図ることはできても、教職員の授業の乗り
入れや交流については、移動時間や教育課程のす
り合わせなど難しいのが現状であり、小中一貫教
育の理念をより具現化するためには、将来的には
施設一体型として環境整備をすることが望ましい
ということ、また保護者の理解を得るために丁寧
な説明を何度もしてほしいと言われていたことが
強く印象に残りました。

　内灘町では、令和６年能登半島地震
における被害状況をバスの車窓から視
察しました。
　震災から１年以上経ちますが、復興
に至らない道路や建物が多くあり、液
状化現象の恐ろしさを目の当たりにし
ました。

　中能登町では、令和６年能登半島地
震における被害状況、復旧・復興状況
について説明を受けました。
　町の対応として災害対策本部、避難
所及び給水所開設についてや、建築物
応急危険度判定、罹災・被災証明、ご
みに関すること、ライフラインの復旧
に関すること等、現場での実際の生の
声を聞くことで、近い将来必ず起こる
とされている南海トラフ巨大地震に対
する防災意識と、我々に今できる対策
等を改めて考える機会となりました。

　川北町では、移住・定住施策について説明を
受けました。

　川北町は、公共施設や暮らしのサポートが充

実しており、特に若者の生活のサポートに力を

入れている町でした。

　由良町でも行っている、新築住宅取得補助金

や結婚新生活支援金に加え、地元産業に就職し

た若者への奨学金支援も行っています。

　その他にも、いろいろな施策を打ち出してい

る町ですが、一番人口が増加した直接的な要因

は、金沢市と小松市の中間に位置し、両市から

の通勤圏にあるという地理的要件と、町営住宅

の整備や民間の宅地開発が進められたことが挙

げられます。

　子どもの医療費助成事業など、手厚い福祉施

策を他の自治体に先駆けて実施するとともに、

公共料金の低廉化に努めたことが呼び水となり、

川北町は「福祉の充実した町」、「住みやすい町」

との評判が立って、多くの方が町外から移住し

てきたそうです。

　東伊豆町では、移住・定住を促進
するため、若者夫婦世帯や子育て世帯、
東京圏からの移住者を対象とした様々
な支援策を実施していました。単に観
光客を増やすだけでなく、地域と継続
的に関わる「関係人口」を創出し、さ
らには移住・定住につなげることを目
指して取り組まれていました。
　また、１０名の地域おこし協力隊の
方が町内で活動しており、ワーケー
ションや移住に関するオンライン・現
地での個別相談に応じていて、地域お
こし協力隊の任期終了後も６割の方が
住み続けていました。

　静岡市では、「静岡県地震防災セン
ター」において防災研修を受講しました。
　起震装置で大地震（震度７）の揺れ
を体感したり、実験模型や映像を通じ
て地震災害だけではなく、風水害や火
山災害についても学ぶことができまし
た。

【日程】 令和7年10月21日～23日
【場所】 静岡県　静岡市・東伊豆町・伊豆市
【内容】 ①防災について　②移住・定住施策について
　　　 ③小中一貫教育について

【日程】令和7年10月7日～9日
【場所】石川県　内灘町・中能登町・川北町
【内容】①令和 6年能登半島地震における被害状況、
　　　　　復旧・復興状況について
　　　　②移住・定住施策について　

土肥小中一貫校
と い起震装置で大地震（震度７）

中能登町役場訪問
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　伊豆市では、土肥小中一貫校の取組について説明
を受けました。
　土肥小中一貫校が目指す教育は、義務教育の９年間
を見通した独自の教育課程を編成し、「９年間を通し
て子どもを育てる」ことを重視しており、従来の「６-
３制」の区切りをなくし、児童・生徒の発達段階に応
じた連続性のある指導を行うことにあり、小学校高学
年からの教科担任制、異学年交流の活発化、地域学習
の活用に取り組むことにより、子どもたちの学習意欲
の向上、多様な人間関係の構築、そして心身の健やか
な育成を目指していました。
　小中一貫教育を考えている自治体へのアドバイ
スとして、現実的に、複数校での連携や施設分離
型においては教育目標や目指す生徒像などの共通
理解を図ることはできても、教職員の授業の乗り
入れや交流については、移動時間や教育課程のす
り合わせなど難しいのが現状であり、小中一貫教
育の理念をより具現化するためには、将来的には
施設一体型として環境整備をすることが望ましい
ということ、また保護者の理解を得るために丁寧
な説明を何度もしてほしいと言われていたことが
強く印象に残りました。

　内灘町では、令和６年能登半島地震
における被害状況をバスの車窓から視
察しました。
　震災から１年以上経ちますが、復興
に至らない道路や建物が多くあり、液
状化現象の恐ろしさを目の当たりにし
ました。

　中能登町では、令和６年能登半島地
震における被害状況、復旧・復興状況
について説明を受けました。
　町の対応として災害対策本部、避難
所及び給水所開設についてや、建築物
応急危険度判定、罹災・被災証明、ご
みに関すること、ライフラインの復旧
に関すること等、現場での実際の生の
声を聞くことで、近い将来必ず起こる
とされている南海トラフ巨大地震に対
する防災意識と、我々に今できる対策
等を改めて考える機会となりました。

　川北町では、移住・定住施策について説明を
受けました。

　川北町は、公共施設や暮らしのサポートが充

実しており、特に若者の生活のサポートに力を

入れている町でした。

　由良町でも行っている、新築住宅取得補助金

や結婚新生活支援金に加え、地元産業に就職し

た若者への奨学金支援も行っています。

　その他にも、いろいろな施策を打ち出してい

る町ですが、一番人口が増加した直接的な要因

は、金沢市と小松市の中間に位置し、両市から

の通勤圏にあるという地理的要件と、町営住宅

の整備や民間の宅地開発が進められたことが挙

げられます。

　子どもの医療費助成事業など、手厚い福祉施

策を他の自治体に先駆けて実施するとともに、

公共料金の低廉化に努めたことが呼び水となり、

川北町は「福祉の充実した町」、「住みやすい町」

との評判が立って、多くの方が町外から移住し

てきたそうです。

　東伊豆町では、移住・定住を促進
するため、若者夫婦世帯や子育て世帯、
東京圏からの移住者を対象とした様々
な支援策を実施していました。単に観
光客を増やすだけでなく、地域と継続
的に関わる「関係人口」を創出し、さ
らには移住・定住につなげることを目
指して取り組まれていました。
　また、１０名の地域おこし協力隊の
方が町内で活動しており、ワーケー
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【場所】 静岡県　静岡市・東伊豆町・伊豆市
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土肥小中一貫校
と い起震装置で大地震（震度７）

中能登町役場訪問
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　Locanda Conca d’oro（ロカンダ コンカ・ドーロ）は 2021 年にオープンした宿泊
と食事の両方を楽しめるオーベルジュ。
　「ロカンダ」は、イタリア語で「宿」や「旅人がくつろぐ場所」を意味し、食事
と宿を提供するフランス語のオーベルジュと同じ意味になります。
　オーベルジュは、その土地の食材を使って食事を提供し、その延長線上の滞在
までおもてなしする宿泊施設を備えたレストラン。
　ただ食事をするだけでも、泊まるだけでもない、「滞在そのものを味わう」ため
の特別な場所です。
　その名のとおり、「ロカンダ  コンカ・ドーロ」は訪れる人にゆったりとした時
間と、心に残る食体験を提供してくれます。

　料理の魅力は地元ならではの恵みを活かしたイタリアン。
　毎朝水揚げされる新鮮な海産物や、生産者の顔が見える季節感あふれる食材を
丁寧に仕立てた一皿一皿は、素材の良さがまっすぐに伝わってきます。
　ランチはもちろん、特別な日のディナーにもおすすめ、記念日や、旅の締めくく
りに訪れるのも良いです。
　料理と会話をゆっくり楽しみながら、由良町の静かな時間に身を委ねる、そんな
贅沢を味わえる一軒です。

Locanda Conca d’oro
ロカンダ コンカ・ドーロ

住所 〒649-1131
和歌山県日高郡由良町小引 614-7

TEL 0738-70-0380
時間 11:30～13:00（閉店 15:00）

17:00～19:00（閉店 21:00）

議会広報編集委員会

委 員 長
副委員長
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員

山本  大
岩﨑  清和
三上  幸夫
山口  太志
川出  純
岩﨑  武司

編
集
後
記

議会広報編集委員会

委 員 長
副委員長
委 　 員
委 　 員
委 　 員

山本   大
岩﨑  武司
山口  太志
三上  幸夫
川出   純

晴れの門出、
希望の未来へ !

議会です
こんにちは！ 
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祝 ２０歳

ロカンダ コンカ・ドーロ

　
梅
は
咲
い
た
し
、
桃
も
桜
も
、

そ
ろ
そ
ろ
咲
き
出
し
ま
し
た
。 

　
毎
年
毎
年
、
華
を
咲
か
せ
て

く
れ
て
有
難
い
で
す
ね
。

　
自
分
の
た
め
な
の
か
？

　
誰
の
た
め
な
の
か
？

　
私
達
も
、
そ
う
あ
り
た
い
で

す
ね

　
み
な
さ
ん
、
今
日
も
ぼ
ち
ぼ

ち
と
行
き
ま
せ
う
。

（
玉
）

（̂ ♪̂

タコ（由良）、葉玉ねぎ（由良）、トマト（広川） 自家製リコッタチーズと
ほうれん草（由良）のラヴィオリアーモンド（イタリア）


